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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第 1 四半期連結累計期間のわが国経済は、総じて緩やかに改善しました。企業部門では、世界経済の回復に伴

う輸出の増加などを受け生産が拡大基調にあるなか、設備投資も底堅く推移しました。家計部門では、堅調な企業収

益や人手不足を背景に雇用所得環境が良好であり、個人消費は回復の動きがみられました。 

当行の主要な営業基盤である岐阜・愛知両県におきましては、生産に持ち直しの動きがみられ、企業の設備投資も

堅調であり、雇用・所得環境も好調が持続し、景気は持ち直しの動きが継続しました。 

こうした状況のなか、当第 1 四半期連結累計期間の連結業績は、次のとおりとなりました。 

経常収益は、資金運用収益の減少を主因に前年同期比 31 億 12 百万円減少の 264 億 21 百万円となりました。経常

費用は、与信関係費用の減少を主因に前年同期比 21 億 99 百万円減少の 220 億 59 百万円となりました。この結果、

経常利益は前年同期比 9 億 12 百万円減少の 43 億 62 百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比 8 億

37 百万円減少の 28 億 63 百万円となりました。 

（２）財政状態に関する説明 

預金等（譲渡性預金を含む）につきましては、低コストかつ長期安定的な資金を調達するとの観点から、地域に密

着した積極的な営業展開を行い、個人および公金を中心に増強をはかりました。この結果、当第 1 四半期連結会計期

間末の預金等残高は、前連結会計年度末比 1,231 億 93 百万円増加の 5 兆 5,626 億 50 百万円となりました。 

貸出金につきましては、地元企業の資金需要や住宅ローンを中心とする個人向け融資に積極的にお応えするととも

に、地方公共団体向け融資の取扱いに努めました。この結果、当第 1 四半期連結会計期間末の貸出金残高は、前連結

会計年度末比 434 億 13 百万円増加の 4 兆 678 億 70 百万円となりました。 

有価証券につきましては、地方債等の引受、購入のほか、相場環境を注視しつつ、資金の効率的運用のための債券

等の売買を行いました。この結果、当第 1 四半期連結会計期間末の有価証券残高は、前連結会計年度末比 206 億 32

百万円増加の 1 兆 3,597 億 43 百万円となりました。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 29 年 5 月 12 日に公表した業績予想から変更はありません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

現金預け金 486,263 543,539

商品有価証券 790 747

金銭の信託 7,007 6,961

有価証券 1,339,111 1,359,743

貸出金 4,024,457 4,067,870

外国為替 8,784 12,277

リース債権及びリース投資資産 47,869 48,328

その他資産 57,574 71,689

有形固定資産 66,104 65,844

無形固定資産 9,355 8,959

退職給付に係る資産 1,212 1,479

繰延税金資産 607 546

支払承諾見返 18,108 19,136

貸倒引当金 △28,914 △28,643

資産の部合計 6,038,333 6,178,479

負債の部

預金 5,341,778 5,489,630

譲渡性預金 97,679 73,020

売現先勘定 54,724 107,640

債券貸借取引受入担保金 50,731 ―

借用金 46,744 49,182

外国為替 1,230 1,064

社債 10,000 10,000

その他負債 41,953 49,871

賞与引当金 1,677 ―

役員賞与引当金 26 ―

退職給付に係る負債 6,670 6,663

役員退職慰労引当金 6 6

睡眠預金払戻損失引当金 494 418

偶発損失引当金 859 854

繰延税金負債 10,933 12,320

再評価に係る繰延税金負債 7,344 7,344

支払承諾 18,108 19,136

負債の部合計 5,690,962 5,827,152
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

純資産の部

資本金 36,839 36,839

資本剰余金 48,179 48,180

利益剰余金 185,865 187,421

自己株式 △1,536 △1,519

株主資本合計 269,348 270,922

その他有価証券評価差額金 48,009 49,977

土地再評価差額金 14,536 14,536

退職給付に係る調整累計額 △2,266 △2,047

その他の包括利益累計額合計 60,279 62,467

新株予約権 110 100

非支配株主持分 17,632 17,836

純資産の部合計 347,370 351,326

負債及び純資産の部合計 6,038,333 6,178,479
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

経常収益 29,533 26,421

資金運用収益 15,723 13,467

（うち貸出金利息） 10,623 9,963

（うち有価証券利息配当金） 4,999 3,415

役務取引等収益 3,885 4,318

その他業務収益 8,074 6,537

その他経常収益 1,850 2,098

経常費用 24,258 22,059

資金調達費用 1,183 713

（うち預金利息） 682 419

役務取引等費用 1,575 1,477

その他業務費用 4,750 5,525

営業経費 14,442 14,250

その他経常費用 2,307 92

経常利益 5,274 4,362

特別損失 82 183

固定資産処分損 9 183

減損損失 72 ―

税金等調整前四半期純利益 5,192 4,178

法人税、住民税及び事業税 1,327 592

法人税等調整額 51 513

法人税等合計 1,379 1,106

四半期純利益 3,813 3,072

非支配株主に帰属する四半期純利益 113 208

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,700 2,863
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益 3,813 3,072

その他の包括利益 △2,122 2,191

その他有価証券評価差額金 △2,776 1,972

土地再評価差額金 △0 ―

退職給付に係る調整額 654 219

四半期包括利益 1,690 5,264

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,579 5,051

非支配株主に係る四半期包括利益 111 213
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（３）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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３．平成30年3月期 第1四半期決算説明資料 

 
当行の平成 30 年 3 月期第 1 四半期の概要について、下記のとおりお知らせします。 
なお、当第 1 四半期末の自己資本比率（国内基準）については、現在算出中であり、確定次第、開示す

る予定であります。 
 
（１）損益状況【単体】 

➢業務粗利益[2]は、役務取引等利益[5]が増加したものの、その他業務利益[6]が減少したことなどから、前年同期

比34億90百万円減少の149億73百万円となりました。 

➢実質業務純益[9]は、経費[8]が減少したものの、業務粗利益[2]が減少したことから、前年同期比32億33百万円減

少の19億74百万円となりました。  

➢経常利益[21]は、与信関係費用[12]が減少したものの、実質業務純益[9]が減少したことなどから、前年同期比11

億55百万円減少の37億53百万円となりました。  

➢この結果、四半期純利益[27]は、前年同期比9億29百万円減少の26億60百万円となりました。概ね30年3月期第2四

半期累計期間業績予想のとおり順調に推移しており、業績予想の修正はありません。 

 
(単位：百万円)

No. 29年3月期 30年3月期 30年3月期

第1四半期 第1四半期 増　減 第2四半期累計期間

計算式 （A） （B） (B－A) 業績予想

1 経常収益 23,008 20,121 △ 2,887 38,500 

2 業務粗利益 [4＋5＋6] 18,463 14,973 △ 3,490 

3 （コア業務粗利益） [2－7] 15,907)(        14,491)(        △ 1,416)(    

4 資金利益 14,520 12,724 △ 1,796 

5 役務取引等利益 1,221 1,797 576 

6 その他業務利益 2,721 451 △ 2,270 

7 うち国債等債券損益 2,555 481 △ 2,074 

8 経費 13,256 12,999 △ 257 

9 実質業務純益 [2－8] 5,207 1,974 △ 3,233 4,600 

10 コア業務純益 [3－8] 2,651 1,492 △ 1,159 4,100 

11 業務純益 [9－13] 4,884 1,974 △ 2,910 5,500 

12 与信関係費用 [13＋14－15－16－17] 1,795 △ 287 △ 2,082 800 

13 一般貸倒引当金繰入額 323 － △ 323 

14 不良債権処理額 1,472 70 △ 1,402 

15 貸倒引当金戻入益 － 357 357 

16 償却債権取立益 0 0 0 

17 偶発損失引当金戻入益 － － － 

18 株式等関係損益 107 827 720 

19 その他臨時損益 1,389 665 △ 724 

20 金銭の信託運用見合費用 0 0 0 

21 経常利益 [9－12＋18＋19－20] 4,908 3,753 △ 1,155 5,500 

22 特別損益 △ 82 △ 182 △ 100 

23 固定資産処分損益 △ 9 △ 182 △ 173 

24 減損損失 72 － △ 72 

25 税引前四半期純利益 [21＋22] 4,826 3,571 △ 1,255 

26 法人税等合計 1,236 910 △ 326 

27 四半期(中間)純利益 [25－26] 3,589 2,660 △ 929 4,200 
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（２）金融再生法ベースのカテゴリーによる開示【単体】 

➢金融再生法ベースの開示債権は、29年3月末比27億36百万円減少の777億3百万円となりました。 

また、総与信に占める割合は、29年3月末比0.09ポイント改善の1.88％となりました。 

 
(単位：百万円)

28年6月末 29年3月末 29年6月末

28年6月末比 29年3月末比

17,463 14,630 15,324 △ 2,139 694 

82,133 59,009 54,920 △ 27,213 △ 4,089 

5,423 6,799 7,458 2,035 659 

合計 105,020 80,439 77,703 △ 27,317 △ 2,736 

総与信に占める割合 2.66％ 1.97％ 1.88％ △ 0.78％ △ 0.09％ 

（注）１．平成29年6月末の計数は、6月末基準の自己査定結果に基づき、「金融機能の再生のための緊急措置に関

　　　　する法律施行規則」第4条に規定する各債権のカテゴリーにより分類しております。

　　　２．当行は、部分直接償却を実施しておりません。

　　　　　なお、部分直接償却を実施したと仮定した場合の金融再生法ベースの開示債権は次のとおりであります。

(単位：百万円)

28年6月末 29年3月末 29年6月末

28年6月末比 29年3月末比

8,136 5,874 6,073 △ 2,063 199 

82,133 59,009 54,920 △ 27,213 △ 4,089 

5,423 6,799 7,458 2,035 659 

合計 95,693 71,683 68,452 △ 27,241 △ 3,231 

総与信に占める割合 2.43％ 1.76％ 1.66％ △ 0.77％ △ 0.10％ 

要管理債権

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

危険債権

要管理債権

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

危険債権

 

（３）有価証券の評価損益【単体】 

➢その他有価証券の評価損益は、29年3月末比28億18百万円増加の697億99百万円の評価益となりました。 

 
(単位：百万円)

29年3月末 29年6月末

 評価損益  評価損益

評価益 評価損 29年3月末比 評価益 評価損

70 138 67 69 △ 1 128 59 

66,981 78,420 11,438 69,799 2,818 79,395 9,595 

株式 64,912 66,401 1,488 69,203 4,291 70,301 1,097 

債券 7,656 9,609 1,952 5,276 △ 2,380 7,535 2,258 

その他 △ 5,587 2,409 7,997 △ 4,680 907 1,559 6,239 

（注）時価は、期末日における市場価格等に基づいております。

満期保有目的の
債券

その他有価証券
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（４）預金等(譲渡性預金を含む)、貸出金の残高【単体】 

➢預金等は、29年3月末比1,246億74百万円増加の5兆5,933億55百万円となりました。 

➢貸出金は、29年3月末比425億48百万円増加の4兆830億37百万円となりました。 

 
(単位：百万円)

28年6月末 29年3月末 29年6月末

28年6月末比 29年3月末比

預金 5,331,984 5,352,502 5,501,335 169,351 148,833 

個人預金 3,641,883 3,668,213 3,716,356 74,473 48,143 

法人預金その他※ 1,690,100 1,684,288 1,784,979 94,879 100,691 

譲渡性預金 97,040 116,179 92,020 △ 5,020 △ 24,159 

5,429,024 5,468,681 5,593,355 164,331 124,674 

貸出金（末残） 3,896,900 4,040,489 4,083,037 186,137 42,548 

うち消費者ローン 1,479,859 1,568,886 1,599,359 119,500 30,473 

預金等（末残）

 
※「法人預金その他」とは、法人預金、公金預金、金融機関預金の合計であります。 

 
（ご参考）個人預り資産残高（単体） 

(単位：百万円)

28年6月末 29年3月末 29年6月末

28年6月末比 29年3月末比

預金等 3,641,883 3,668,213 3,716,356 74,473 48,143 

投資信託 165,475 165,616 162,699 △ 2,776 △ 2,917 

公共債 19,331 15,350 16,393 △ 2,938 1,043 

個人年金保険等 472,055 495,248 505,606 33,551 10,358 

合計 4,298,745 4,344,428 4,401,055 102,310 56,627 
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